
２０２５年度事業計画 

【【取取組組方方針針】】  
コロナ禍以降小豆島町、土庄町が持続可能な観光について力を入れてきました。具体的には
小豆島町が持続可能な観光地TOP１００選に２年連続で選出され、両町が日本版持続可能
な観光ガイドライン(JSTS-D)ロゴマークを獲得するなどしてきました。2023 年の観光窓口
の一本化、昨年の小豆島初となる観光ビジョンの策定と正式ＤＭＯへの登録などの環境整
備を経て、昨年 9 月に小豆島として国際認証団体グリーン・デスティネーションズよりシ
ルバー賞を受賞しました。これは（シルバー以上の認証を含め）国内で５地域、全世界でも
72 地域のみに与えられている、大変価値ある賞となります。今回の受賞を契機に小豆島と
しての知名度は国内外で徐々に高まってきています。これからも「持続可能な観光」をキー
ワードに小豆島を国内外にアピールしてまいります。
そして今年はいよいよ瀬戸内国際芸術祭 2025、大阪・関西万博が開催します。より多くの
方々に小豆島に来ていただけるよう環境整備、情報提供に尽力いたします。
ただ、小豆島では深刻な人材不足に起因する宿泊提供数の不足や食事場所の不足、交通体系
の脆弱さから積み残しなどオーバーツーリズム状況が発生するおそれがあります。土庄町、
小豆島町、会員の皆様、そして島民の皆様とともにこれらの課題解決にも合わせて取り組ん
でまいります。

【【事事業業内内容容】】  
◎は新規事業、●は重点を置いている継続事業

1. 持持続続可可能能なな観観光光推推進進
持続可能な観光について、積極的に推進してまいります。
◎今年１月に「第２回サステナブルな旅アワード特別賞」を受賞した「中山千枚田と農村歌
舞伎舞台を満喫する散策&体験ツアー」に加え、お遍路体験など小豆島ならではのインバウ
ンド向けツアーを造成します。
◎国内外からの視察・FAMを積極的に受け入れます。
◎専用ＨＰを開設します。
◎両町と共同で事業者向け国際認証奨励のための研修会を開催します。
◎2026 年度ゴールドアワード獲得に向けて事前準備を行います。
●ユニバーサルビーチイベント（障がい者に海水浴体験を提供）を継続実施します。
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22.. 瀬瀬戸戸内内国国際際芸芸術術祭祭・・大大阪阪・・関関西西万万博博  
瀬戸内国際芸術祭 2025、大阪・関西万博に関連して積極的な PRを実施します。 
◎HPや SNS、パンフレットを通じて島内瀬戸芸作品と小豆島の観光について情報発信
し、瀬戸芸目的の来訪者に対し観光施設や飲食店、宿泊施設の利用をアピールします。 
◎瀬戸内国際芸術祭作品と小豆島の観光地を巡るツアーを夏・秋会期に販売します。 
◎土庄町・小豆島町とともにGW期間中(4/30-5/3)大阪・関西万博に出展します。 
 
33.. 観観光光情情報報発発信信  
ターゲットに合わせて最適なメディアを選びつつ、小豆島の魅力を発信します。 
◎これまで担当者が分かれていたＰＲ業務について一本化し、情報発信を強化します。 
◎小豆島商談会を東京と台湾で開催し、旅行代理店等に小豆島ツアー造成を働きかけま
す。（観光戦略部会） 
●ホームページについて鮮度高くかつ正確な情報発信に努めます。現在は google 翻訳を利
用している多言語対応について、より良い方法での情報提供を検討します。 
●SNS（facebook, Instagram, X: 旧 twitter）についてはそれぞれの特性を生かして内容を
変えつつ、頻度高く発信を行います。 
●土庄町、小豆島町と連携して総合パンフレット、ロードマップ、グルメガイド、とって
おき情報、各港周辺マップなどのパンフレットを紙と協会サイト上の PDFにて提供しま
す。 
●神戸まつり・神戸みなとまつり（神戸市）、みなと区民祭り（東京都港区）、赤穂義士祭
（赤穂市）など、様々な島外のイベントに出展し、小豆島をPRします。 
・小豆島を PRするポスターやグッズを制作し、映像を撮影・配信します。 
・電話・メールによる観光客からの問い合わせを受け付けます。 
・インスタグラムによるフォトコンテストを実施します。 
・オリーブの日に合わせ、オリーブリース作成会を開催します。 
 
4. ガガイイドド養養成成、、ココンンテテンンツツ造造成成、、ツツアアーー販販売売 
小豆島により長く滞在し、リピートしてもらうために小豆島の魅力を発信できるガイド
を養成し、ガイドが案内する体験コンテンツを造成して磨き上げ、現地ツアーとして販
売します。 

●観光庁「高付加価値なインバウンド観光地づくり」モデル事業（事務局：せとうち
DMO）にて引き続き高付加価値インバウンド層に向けたツアー造成を行います。 
●第４回目となるONSENガストロノミーウオーキングを 26年 3 月に実施します。 
●今年３月に初開催した小豆島ヒルクライムロードレースを日本自転車競技連盟、小豆島
町、土庄町と協力して継続開催を進めていきます。 
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●中山虫送りの運営を引き続きサポートし、火手（たいまつ）の販売を行います。 
●観光庁「地域周遊観光促進事業」に四国ツーリズム創造機構と連携して応募します。 
●これまでも力を入れてきたガイド養成を引き続き行います。 

a. 寒霞渓 山ガイド 新規養成 
b. 英語通訳ガイド 瀬戸芸追加研修 
c. 日本語ガイド・バスガイド 追加研修 
d. 小豆島町、土庄町ボランティアガイドとの連携を強化します。 

・モニターツアーや視察を積極的に受け入れます。 
・島外事業者・団体による小豆島のコンテンツ造成をサポートします。 
 
5. フフィィルルムムココミミッッシショョンン事事業業 
ドラマ・映画撮影に必要な情報を収集・提供し、映画、TVドラマ、CMなどのロケ撮
影を積極的に誘致します。 

◎今年晩夏に公開される「海辺へ行く道」横浜聡子監督作品（小豆島オールロケ、ベルリ
ン国際映画祭 kplus 部門特別表彰）ロケ地マップやHPを作成し、小豆島への誘客に努め
ます。また、島内上映会やロケ地巡りバスツアーを企画します。 
●昨年度開設したフィルムコミッション専用ホームページを充実させます。 
●フィルムコミッションの全国組織 JFC（ジャパンフィルムコミッション）の研修などを
利用して先進的なフィルムコミッションからのノウハウ取得や近隣 FCとの連携を強化し
ます。 
 
6. 受受入入環環境境整整備備 
国内観光客、インバウンド観光客の受け入れ環境について整備を行います。 

◎土庄港観光案内所、オリーブナビに加え池田港でも観光案内所を開設します。土日祝、瀬
戸芸期間中、8月・11 月の繁忙期に開所する予定です。 
◎坂手港において小豆島町が導入した観光AI コンシェルジュを情報提供の面からサポー
トします。また必要な時はコンシェルジュを通し遠隔操作で観光案内を行います。 
◎昨年度作成した交通事業者向け指差しツールを拡充し、飲食店・宿泊事業者向けの多言
語ツールを新たに作成します。 
●インクルーシブツーリズム（ベジタリアン・ビーガンメニュー造成）について継続的に推
進します。 
●港や各事業者の案内・メニューなどの多言語化を支援し、積極的に観光庁や県の補助金へ
応募します。 
●冬期誘客策 

a. 昨年度共催した妖怪万博(2025/2/2, 3)について、今後も共催し誘客に努めます。 
b. これまでホテルオリビアンで開催されていた星降る小豆島（星空観察会）について当
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協会主催としたうえで補助金の活用も視野に入れつつ誘客に努めます。 
c. 昨年度はお休みした小豆島の冬の名物料理造成「あったかグルメ」を復活させます。 
・観光DXについて引き続き検討します。 
 
7. ママーーケケテティィンンググ 
●旅行消費額調査、住民満足度調査を継続実施します。 

 
8. 会会員員向向けけ勉勉強強会会・・セセミミナナーーななどど 
◎3 か月に 1 回会員向けに定期メールを発行し、協会の取り組みや観光関連情報を配信
します。 
●会員向けに写真撮影、映像配信、インバウンド対応など、実践的な勉強会やセミナー
を開催します。 

 
9. 芸芸術術文文化化支支援援 
観光客にとって小豆島をより魅力的な島としていくため、多様な芸術文化活動への支援
を行います。 
５月末に中山農村歌舞伎舞台で行われる演劇（芸門GATE主催）を後援します。 
将来的には小豆島で演劇祭などを開催することを目指します。 
 

10. 広広域域観観光光連連携携 
香川県観光協会、四国ツーリズム創造機構、せとうちDMOなど島外の広域観光団体と
連携して小豆島への誘客を推進していきます。 
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